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業績予想の修正に関するお知らせ 
 
 最近の業績の動向等を踏まえ、平成19年 2 月 2日に公表した業績予想を下記のとおり修正いたしま
したのでお知らせいたします。 
 

記 
 
 
１．平成 19年 3 月期 連結業績予想数値の修正（平成18 年 4月 1 日～平成 19年 3月 31日） 
                           （単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） 255,000 700 400 

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 246,600 △8,900 △6,600 

増    減    額（Ｂ－Ａ） △8,400 △9,600 △7,000 

増  減  率（％） △3.3% － － 
（ご参考） 
前期実績（平成 18 年 3 月期） 237,684 3,319 2,355 

 
２．平成 19年 3 月期 個別業績予想数値の修正（平成18 年 4月 1 日～平成 19年 3月 31日） 
                           （単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ）  240,000 △300 0 

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 231,600 △10,200 △7,200 

増    減    額（Ｂ－Ａ） △8,400 △9,900 △7,200 

増  減  率（％） △3.5% － － 
（ご参考） 
前期実績（平成 18 年 3 月期）  226,310 2,141 1,886 

 
３．修正の理由 
 当期の業績予想につきましては、連結財務諸表提出会社（当社）において、 
①都心部の大型再開発物件２件の施工時期が重なり、作業員を大幅に増員せざるをえなかっ
たことに加え、労務費の高騰もあって、大幅なコストアップとなったこと 
②建設設備部門の当社技術部員が上記の現場に多数常駐することを余儀なくされたことに
より、リニューアルを含む小口工事や期中受注・期中売上物件による利益が積み上がらな
かったこと 
③環境システム事業部における一部工事において工程の遅れと大幅なコストアップが発生 
したこと、また公共投資の削減による受注減と一般競争入札による受注採算の悪化により
利益計画の未達があったこと 
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④当期末繰越工事のうち不採算物件について精査を行った結果、受注工事損失引当金の積増
し（1,810 百万円）が発生したこと 
等の理由により、経常利益および当期純利益が大幅に減少する見込みであります。 
なお、特別損失として特別補修費 643 百万円、過年度完成工事損失 918百万円を計上しており
ます。 
また、連結業績予想数値の修正は主に個別の業績修正に伴うものであります。 

 
４．今後の取り組みについて 
当社は平成 18 年度を初年度とする 3 ヵ年の中期経営計画（平成18～20 年度）を策定しており
ましたが、当期における大幅な業績悪化に伴い、事業方針や計画の見直しを行い、改めて平成19
年度を初年度とする3ヵ年の中期経営計画（平成 19～21 年度）を策定いたしました。 
詳細につきましては、本日発表の「中期経営計画「三機グループ・ビジョン２００９」につい
て」をご覧願います。 
 

 （注）上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実 
    際の業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 
 

以 上 
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